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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　令和5年度から、本校でもコミュニティ・スクールを導入しました。浜松市のCSは、学校運営に保護者・地域住民の声を積極的に生かし、地域と一体となって、学校運営の改善や児童生徒の教育活動の充実を図ることができる仕組みです。
　この活動で重要なことは、前回ご承認いただき、先ほども校長が示した学校運営の基本方針に基づき、地域、家庭、学校がビジョンを共有しながら協働していくことです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　CSの魅力はたくさんありますが、主に3つにまとめてみました。　
＊学校現場は、毎年多くの職員の異動により入れ替わります。例えば、A教諭が地域のゲストティーチャーと連携をとり、学習で地域とつながっていても、A教諭の異動により、それまでの地域との連携が終了してしまうということも少なくありませんでした。しかし、コミュニティ・スクールにより地域との連携をリスト化し、コーディネータが常につないでくれれば、地域との連携が持続可能となります。そのために、学校CDの選任を早急に行う必要がありますが。
＊二つ目です。情報化、グローバル化の進展等目まぐるしく変わる新たな時代をたくましく生きる力を育むには、学校の努力だけは限界があります。地域や保護者のみなさまに教育活動に参画していただくことにより、社会総ぐるみで子供たちを育てていくことができるということです。
＊三つ目です。近年、教員の長時間勤務や教える内容の増加、いじめ・不登校などへのきめ細かな対応など、学校は取り組むべき多くの課題を抱えています。そのような中、保護者や地域の方が気軽にボランティアに参加して得意なことを生かしていくことは、教師にとって授業の準備や子供と向き合う時間が生まれ、教育の質の向上につながります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　今日はCSのメインの活動の一つである「学校支援活動」の実現のために、その具体的な支援の手段や方法を熟議していただきたいと思います。支援活動を大きく2つに分けて考えていただきたいと思い、テーマを二つに設定しました。
＊１つ目は、教育活動における児童支援策について
２つ目は安全面・防災面から考えられる児童への支援策についてです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　では、さっそく1つ目の教育活動における児童への支援策について説明します。レジュメの最後から2枚目「R4活動実績及びR5活動計画をご覧ください。CSの支援活動に結び付けられることができそうな、本校の令和4年度の活動実績と令和5年度の活動実績、それからCSが早いころから設置されている他校の例を一覧にしてあります。この表ではわかりにくいと思いますので、教育活動へ支援策を＊①学習のサポート②ゲストティーチャー③地域学習・体験学習④教育環境の整備の4つに分類し、その具体例と成果を説明します。



DFBDYH—

s R (CEITTHDE EXSFZHI‘ELT

FHHADEEE - - - 30%SH
=300 A. AEEZSDORTD., REHNIBRD
i#:8. EVIHDEMBBY. 7UHAV—-XDLKD


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①学習のサポートです
グランドデザインにある、課題解決に向けて粘り強く考える子を育成するためには、成功体験の蓄積が大切であると考えます。失敗は成功の基とは言いますが、今の子供たちは失敗に非常に弱いです。一人一人のニーズに対応し、学習のユニバーサル化を実現するためには、少しでも多くの大人の手が必要になります。考えれる活動としては、ミシンの使い方、調理実習の見守り、児童が唱える九九の確認、書初めの授業補助、アサガオリースづくりなどがあります。

　今年は、さっそく1年生がアサガオの種まき、アサガオの支柱立てのボランティアを募ったところ、種まきには30名、支柱立てには25名の参加がありました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
保護者の方は自分のお子さんだけでなく、周りの子にも目を向け、種をまくときの児童の支援はもちろん、ごみを集めるなど教師の支援もしてくださいました。＊そのかいあって、今年はアサガオ博士の指示通り、5個まいた種が全て発芽している植木鉢がとても多かったです。
　また、保護者からは「自分の子だけでなく、学級の様子を知ることができよかった」「学習の様子が分かり、親子の会話が増えた。アサガオの様子を毎日話してくれます」など、学校の様子を知ることができよかったという感想が多かったです。この他にも、間引きして持ち帰った苗を親子で大切に育てている」など、学校の教育活動のねらいを共有していただき、ともに子供に働きかけることにもつながっていると大きな成果を感じました。
＊学習活動の支援は、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
②ゲストティーチャーです。保護者・地域の方など、得意分野や専門分野の知識を生かしてゲストティーチャーとして学習に参画していただく活動です。
＊例としてアサガオ博士、リコーダー教室、ダンス教室、サツマイモ作付け昔の遊びなどがあります。地域の方ばかりではありませんが、その表にあるように、本校でも様々なゲストティーチャーを招いた学習を行っています。
運営協議会委員の外波山さまにも先日3年社会科の学習のゲストティーチャーとしていらしていただきました。
ご自身の子供のころ、白脇小の昔の写真など、当時の資料をたくさん用意してくださり、ユーモアを交えて昔の生活の様子を紹介してくださいました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　子供たちからは、様々な感想が出ました。古い写真をさし「これおじさんが小学校1年生の写真だよ。」と紹介してくださったときの子供たちの「えー」という反応がとても面白かったです。
＊本物に触れることで、子供たちが学習内容を身近に感じ、もっと知りたい、もっと学びたいという学習の意欲が高まりました。
＊また、きっとどこかで外波山さんを見かけたら子供たちきっと声を掛けるのではないでしょうか。多くの地域の方に学校に入っていただくことによって、子供と地域住民とのつながりができてくると思います。
そして、ゲストティーチャーをしてくださった方も、経験を生かし、地域の役に立つという充実感を感じていただけるのではと思います。外波山さんいかがでしょうか。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
③地域学習、体験学習です。具体例としては、田んぼアート、フトイの栽培、パラスポーツ体験などがあります。

見て、触れて、五感で感じる体験学習はキャリア育成や子供の学びの充実に役立ち、・地域について学習することは、子供の地域活動への参加や将来大人になった時の地域貢献へ促進につながることと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
④教育環境の整備です。子供たちがより快適に学校生活を送ることができるようにするための活動です。普段の教員や、子供たちによる清掃で行き届かないところは、ぜひ地域や保護者の方の力をお借りしたいです。

今年はPTA活動の一環として、1年生お掃除サポーターや親子奉仕活動を実施してくださいました。
このほか、プランターの植え替え、長期休業中の水やり、机・椅子の高さ調節、草刈り等、生け花ボランティアなどでも支援をいただけるとよりよい環境で子供たちが学校生活を送ることができるとともに、私たち教職員も、子供と向き合う時間が増え本当に助かります。

以上4つの教育活動における4つの支援を紹介しました。この後、これらの支援に関するご意見や、具体的な支援の手段や方法を熟議していただきたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もう一つ私から学校支援コーディネーターについて説明させていただきます。今説明した支援をとりまとめてくれる役が、学校支援コーディーネーターです。本来学校支援コーディネーターがいたならば、今日の学校運営協議会での話し合いを受け、必要な支援をするために、学校と地域をつなぎ支援の実践へと移っていきます。
例えば学校から「ミシンボランティアをお願したい。」と要請があった場合、レジュメ最終のページにあるような募集用紙で、保護者や地域の方に参加を募ります。そしてリストを作成し、バランスよく人数調整をし、ボランティアに活動日時等詳細を知らせるなど、ボランティア実施の調整をします。ま
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